
西日本エリアのサイネージを活用した新たな取り組みについて

（視認者推計のトライアル、WESTビジョン改造搭載等）

2021年3月9日

㈱ＪＲ西日本コミュニケーションズ 土屋 樹一



■ 大阪駅【セントラルサウンドビジョン】
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①縦3×横11メートルで、大阪駅構内のデジタルサイネージとしては最も大きく、高精細な
3.91mmピッチのLEDビジョンを採用し、高品質な広告放映を実現

②従来型にはない「音声機能」及び「ＩＰカメラやWi-Fiアクセスポイントのデータを活用し
た広告視認可能者数や性年代別構成の計測機能」を有しており、ビジュアルと音声を組
み合わせた効果的な広告配信が可能になるほか、通行者特性の予測データに基づいた
広告の出稿や、広告の効果分析が可能

最近の当社の展開事例
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最近の当社の展開事例

■ 大阪駅セントラルサウンドビジョン：WiFiアクセスポイントデータによる視認者推計値（代理店提供資料）
【参考】Jコミ流動調査データ（大阪駅中央北口）

2019.12.4 水 215,901

2019.12.8 日 304,998

2020.9.24 木 136,765

月間集計（のべ通行者数） 単位：人

月間計 1日平均 平日平均 休日平均
ユニーク通

行者数

平均接触

回数

2020.9 5,166,218 172,207 151,854 212,915

2020.10 5,523,837 173,854 165,683 193,827

対流動調査データ比（2019年12月実施） 76.7% 63.6%

週間集計（のべ通行者数） 単位：人

週間計 1日平均 平日平均 休日平均
ユニーク通

行者数

平均接触

回数

2020/9/7~ 1,153,766 164,824 153,687 192,665 867,942 1.3

2020/9/14~ 1,486,373 212,339 169,928 318,368 1,090,455 1.4

2020/9/21~ 1,171,190 167,313 141,948 186,336 901,423 1.3

2020/9/28~ 1,147,593 163,942 150,226 198,233 851,963 1.3

2020/10/5~ 1,246,201 178,029 179,863 173,444 916,230 1.4

2020/10/12~ 1,420,407 202,915 177,034 267,618 1,065,706 1.3

2020/10/19~ 1,045,507 149,358 149,749 148,381 806,370 1.3

2020/10/26~ 1,076,221 153,746 154,554 151,725 827,869 1.3
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関西エリアで交通広告としてデジタルサイネージが登場し始めたのが2015年頃。瞬く間に各電鉄が導入を始め、当社商品「JR6社共同ネットワークセット」は全国59エリア、全624面の巨

大ネットワークに成長しています。近年では、大阪メトロが民営化に合わせ、導入面数を伸ばしていることもありまだまだ増え続けています。

今回、大阪・梅田エリアに位置する大型ビジョンを比較し特性をまとめてみると、それぞれのビジョンには特徴がありました。

他の大型ビジョンと比べてみた。 < 一見、同じジャンルだけど、それぞれの得意技がきらり ＞

4,000,000円(1社買切)・500,000円(ロール放映) /7日

JR西日本 阪急大阪メトロ大阪駅セントラルサウンドビジョン Umeda Metro Vision ツインビジョン

5,000,000円(1社買切)・600,000円(ロール放映) /7日 4,800,000円(1社買切)・300,000円(ロール放映) /7日

360回(3分ロール)※ロール放映の場合

近隣商業施設への玄関口 大阪駅最大のビジョン ギネス認定!世界最大横40ｍ×縦4ｍのド迫力 定番の待ち合わせスポットBIGMAN前 ビジョン

※2019年4~6月SOTO/ex調べ ※2016年「梅田サーキュレーション調査」阪急アドエージェンシー調べ※2018年「乗降車駅データ」PiTaPa調べ

横11ｍ×縦3ｍ

約28万人

横40ｍ×縦4ｍ 横7.3ｍ×縦2.1ｍ

約24.2万人 約37.6万人

媒体料金

放映回数/日 380回(3分ロール)※ロール放映の場合 180回(6分ロール)※ロール放映の場合

表示画面サイズ

エリア利用者数/日

ルクア、ルクアイーレ、大丸、グランフロント、ヨドバシカメラ
など商業施設に隣接。高速バス乗り場もあり、全国のバス
利用者の玄関口にもなっている。
また、両サイドのエスカレータ利用時は、立ち止まって視認
するため、接触効果が高い。

新大阪・千里中央方面ホーム南側に位置し、南改札、中改
札利用の際には特に強制視認性が高い。空間全体のジャ
ック感演出が得意である。電車待ちユーザーの多い滞留型
ではあるものの、電車降車時のほうが視認しやすい。

阪急から大阪メトロへの乗り換えルートに位置していること
に加え、掲出位置が動線と正対しているため、視認時間が
長い。待ち合わせスポットにも隣接しており、エリア利用者
は最も多い。

エリア特性 流動型滞留型滞留/流動型

音
声
あり

音
声
なし

音
声
あり

バランスのとれたオールラウンダー！
近隣商業施設での購買行動も後押し。

とにかくインパクト絶大！
希少なホームで迫力ある展開が可能。

エリア利用者数No.1 ！
周辺環境の特性上、長時間の接触可能
。
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最近の当社の展開事例



■ デジタルOOH広告配信に向けたインプレッション計測の実証実験を開始
（2020年6月24日～）

カメラ

情報取得告知シール
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➢ ＪＲ西日本車両で初めてドア上と車両貫通路上にデジタルサイネージを設置
（1両当たり合計8ヶ所）

➢ 2018年6月8日に全176両（8両×22編成）の導入が完了
→大阪環状線のWESTビジョン搭載率は52％にまで拡大
（大阪環状線を運用する796両中、414両がWESTビジョン搭載車両）

ＪＲゆめ咲線（西九条～桜島間）は搭載率100％を達成

最近の当社の展開事例

■ 大阪環状線・ゆめ咲線323系WESTビジョンの設置拡大



鉄道事業戦略「②近畿エリア」
安心、信頼される輸送サービスと沿線開発等を通じて、線区価値を向上します。

JR西日本グループ 中期経営計画2022

新製投入する「225系」

○投入開始時期

2020年度より順次

○投入車両数
144両

○新製投入する「225系」のおもな特徴

【安全性・安定性】

【利便性】

・車体の衝突安全対策、車両挙動監視装置

・機器の二重系化（ATS、パンタグラフなど）

・車内ディスプレイによる多言語案内

近畿エリアの主要線区であるJR京都・神戸線のさらなる線区価値向上

安全性、安定性、利便性に優れた「225系」の新製投入

・各車両への車椅子スペースの設置

車椅子スペース 車内ディスプレイ表示例

■ 225系増備および223系へのWESTビジョンの改造搭載が決定
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最近の当社の展開事例



P.1P.1３

：LED表示器

【現状】LED表示器 【整備後】液晶ディスプレイ

設備

運行案内用 広告・異常時案内用

設置位置

放映内容
行先、号車、

停車駅、列車種別、
駅ナンバリング、マナー案内

行先、号車、
停車駅、列車種別、乗換案内、
駅ナンバリング、マナー案内

広告配信
輸送障害時の運行情報

言語数 ２ヵ国語 ４ヵ国語（日本語・英語・中国語・韓国語）

特徴
・一目で見える情報が少ない
・異常時情報が提供不可

・フルカラーで視認性が良い（情報量、見やすさ等）
・タイムリーに輸送障害時の情報提供が可能

イメージ図

「223系」への車内ディスプレイの設置

：運行案内用

：広告・異常時案内用

○対象車両数：330両

○開始時期：2020年３月中旬以降順次

○投資額：１７億円
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■ WESTビジョンの設置面数推移

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

1,151両
6,448面
40％

1,211両
6,628面
42％

1,259両
6,772面
43％

1,259両
6,772面
43％

最近の当社の展開事例
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■ 223系改造搭載WESTビジョン

最近の当社の展開事例
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最近の当社の展開事例

【参考】京阪電気鉄道でも改造型車内ビジョンの搭載を開始
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今後予定されている大型プロジェクト

■ 北陸新幹線敦賀延伸（2024年春？）

■ 広島新駅ビル開業（2025年春）


